
平
成
十
九
年
五
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

二

三

五

号

平
成
十
八
年
度
内
に
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
と
い
う
公
約
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

滝

実
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平
成
十
八
年
度
内
に
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
と
い
う
公
約
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

平
成
十
八
年
度
内
に
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
と
い
う
公
約
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
の

答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
九
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
実
質
成
長
率
は
二
�
〇
％
、
名
目
成
長
率
は
二
�
二
％
程
度
に
な
る
見
通
し

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
第
三
回
目
の
質
問
を
す
る
。

一

「
成
長
な
く
し
て
財
政
再
建
な
し
」
と
言
う
こ
と
だ
が
、
平
成
十
九
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
名
目
成
長
率
が
二
�
二
％
と
い
う
成

長
見
通
し
は
、
十
分
な
成
長
と
言
え
る
の
か
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ

Ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｏ
ｏ
ｋ

Ｎ
ｏ
�
八
〇
（
以

下
「
Ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｏ
ｏ
ｋ
」
と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、
二
�
二
％
と
い
う
の
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
三
〇
カ
国
中
、
最
下
位
で
あ
り
、
二
九

位
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
三
�
二
％
か
ら
も
大
き
く
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
見
通
し
は
二
�
七
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
三
〇
カ
国
中
最
下
位
だ
。
日
本
経
済
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
三
〇
カ
国
の
中
で
最
も
成
長
し
な
い
経
済
だ
と
い
う
の

が
現
内
閣
の
認
識
な
の
か
。
政
府
は
経
済
成
長
の
た
め
の
努
力
が
足
り
ず
、
そ
う
い
っ
た
状
況
で
は
財
政
再
建
な
ど
あ
り
得

な
い
の
で
は
な
い
か
。

二

Ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｏ
ｏ
ｋ
に
よ
れ
ば
、
国
の
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
平
成
十
八
年
度
が
一
七
六
�
二
％
、
平
成
十
九
年
度
が
一
七

七
�
六
％
、
平
成
二
十
年
度
が
一
七
七
�
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
成
十
九
年
度
ま
で
上
昇
し
、
二
十
年
度
か
ら

一



下
が
り
始
め
る
。
債
務
は
増
え
続
け
て
い
る
し
、
基
礎
的
財
政
収
支
は
赤
字
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
平
成
二
十
年
度
か
ら
国
の

借
金
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
減
少
し
始
め
る
か
と
言
え
ば
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
が
二
�
二
％
か
ら
二
�
七
％
に
増
加
す
る
か
ら

で
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
わ
ず
か
の
伸
び
で
も
財
政
健
全
化
に
貢
献
す
る
。
こ
の
こ
と
を
認
め
る
か
。

三

過
去
の
「
改
革
と
展
望
」
や
「
進
路
と
戦
略
」
で
は
、
名
目
成
長
率
は
ど
ん
ど
ん
高
ま
る
よ
う
に
書
い
て
あ
る
が
、
実
際

は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
平
成
十
七
年
発
表
の
「
改
革
と
展
望
」
で
は
、
平
成
十
九
年
度
の
名
目
成
長
率
は
二
�
六

％
、
消
費
者
物
価
指
数
上
昇
率
一
�
四
％
、
平
成
十
八
年
発
表
の
「
改
革
と
展
望
」
で
は
平
成
十
九
年
度
の
名
目
成
長
率
は

二
�
五
％
、
消
費
者
物
価
指
数
上
昇
率
一
�
一
％
、
今
年
発
表
の
「
進
路
と
戦
略
」
で
は
平
成
十
九
年
度
の
名
目
成
長
率
は

二
�
〇
％
、
消
費
者
物
価
指
数
上
昇
率
〇
�
五
％
に
ま
で
下
が
っ
た
。
次
々
と
目
標
の
達
成
に
失
敗
し
、
下
方
修
正
が
続
い

て
い
る
原
因
は
、
ど
の
よ
う
な
経
済
対
策
で
ど
れ
だ
け
の
景
気
浮
揚
効
果
が
あ
る
か
と
い
う
分
析
を
行
っ
て
か
ら
「
骨
太
の

方
針
」
を
決
め
て
い
な
い
の
が
原
因
で
あ
る
。
他
の
先
進
国
で
は
、
当
然
行
わ
れ
て
い
る
経
済
分
析
が
日
本
で
は
行
わ
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
失
敗
の
原
因
を
調
べ
、
軌
道
修
正
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
現
状
で
は
今
年
発
表
の
「
進
路
と
戦
略
」

の
予
測
で
あ
る
名
目
成
長
率
（
平
成
二
十
年
度
二
�
八
％
、
平
成
二
十
一
年
度
三
�
三
％
）
や
、
消
費
者
物
価
指
数
上
昇
率

（
平
成
二
十
年
度
一
�
二
％
、
平
成
二
十
一
年
度
一
�
七
％
）
は
、
実
現
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

二



四

「
改
革
と
展
望
」
に
も
「
進
路
と
戦
略
」
に
も
国
・
地
方
の
債
務
残
高
は
今
後
増
え
続
け
る
と
あ
る
。
今
後
、
債
務
残
高

そ
の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
を
政
府
は
考
え
て
い
な
い
と
思
っ
て
よ
い
か
。

五

国
・
地
方
の
債
務
残
高
は
増
え
て
も
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
加
し
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
減
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
が
政
府
の

見
解
と
思
っ
て
よ
い
か
。

六

基
礎
的
財
政
収
支
を
黒
字
化
し
な
け
れ
ば
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
減
ら
な
い
と
政
府
は
誤
解
し
て
い
る
。
「
進
路
と
戦

略
」
を
み
る
と
二
〇
〇
七
年
度
以
降
は
基
礎
的
財
政
収
支
は
赤
字
で
あ
り
な
が
ら
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
減
り
続
け
て
い

る
。
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
減
る
な
ら
基
礎
的
財
政
収
支
は
赤
字
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
歳
出
削
減
や
増
税
に
よ
る
基
礎

的
財
政
収
支
の
黒
字
化
だ
け
が
、
財
政
再
建
の
手
段
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

七

政
府
は
二
〇
一
一
年
度
に
基
礎
的
財
政
収
支
を
黒
字
化
す
る
た
め
の
不
足
額
が
一
六
�
五
兆
円
（
平
成
十
八
年
十
二
月
二

十
六
日
に
九
�
五
兆
円
に
修
正
）
で
あ
る
と
し
て
い
て
、
そ
の
不
足
額
を
増
税
ま
た
は
歳
出
削
減
で
補
う
こ
と
に
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
増
税
や
歳
出
削
減
は
、
世
界
に
お
け
る
日
本
経
済
の
シ
ェ
ア
を
ま
す
ま
す
縮
小
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
。
一
切
の
先
入
観
を
排
し
、
本
格
的
な
経
済
モ
デ
ル
を
使
い
基
礎
的
財
政
収
支
は
赤
字
の
ま
ま
で
も
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

を
減
ら
す
方
法
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


